丄 新！ - 

_ 女らし さの 昨日、 今日、 明日 I 

宫本 百合 子 



な さまざまの シチュ ェ— シ ヨンの 中に 描き出し ている _ 

彼の 芸術が 日本の 文芸 史 のなかに あれほど 巨大な 場所 

を 占めて いるの を 見れば、 近 松の 情の 世界が、 日本の 

社会の 歴史の なかで はいかに 長い 世代に わたって 一 般 

の 感情に 共感 を よびさます ものであった かが うかがわ 

れる。 その 封建時代 の 女心が 男女に こぼさせた 涙が 今 

日で もま だ 私たちの 生活の 中で は 完全に 昔の 物語と な 

り 切って いない 有様で ある。 

女らし さ、 という 表現が 女の 生活の 規準と される よ 

うにまで なって 来た 社会の 歴史の 過程で、 女が どうい 

う 役割 を 得て きている かとい えば、 女らし さとい う 観 



発生して いて、 あちらで は 仏教 儒教の 代りに キリスト 

教が 相当に 女の 天真爛漫 を 傷つけ た。 原始 キリスト教 

では、 キリスト 復活の 第一 の 姿 を マリアが 見た とされ 

て、 愛の 深さの 基準で 神への 近 さがい われた の だが 後 

年、 暗黒時代の 教会 はや はり 女 を 地獄と 一 緒に 罪業の 

深い ものと して、 女に 求める 女らし さに 生活の 受動 性 

が 強調され た。 

十九 世紀の ョ— 口 ツバで さえ、 まだ どんなに 女の 生 

活が 女らし さで 息づ まるば かりにされ ていた かと いう 

こと は、 ジョ ルジュ ，サンドの 「アン ジ アナ」 を 序文 

とともに よんで 感じる こと だし、 ジ ェ— ン-ォ ウスティ 
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